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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パネルを基部に固定するためのファースナにおいて、このファースナが、
　そこから柄が伸張するヘッドを有するピン部と、
　本体部であって、そこでは前記本体部が一対の脚がそこから伸張するフランジを有して
おり、前記脚は前記基部に形成された孔に挿入されるために形成され且つ配置されており
、前記フランジ自体はそこを通り形成される溝路を有しており、前記溝路は前記一対の脚
の間を通過しており、前記溝路はまたそこに前記ピン部の前記柄を収容するように配置さ
れており、前記柄が前記溝路内に強制的に押されるので、前記一対の脚はお互いから離れ
るように強制的に押されて、前記基部を通り形成される前記孔の内面に圧縮的に接触して
、前記ファースナを固定し、更にその後前記パネルを前記基部に固定する、本体部と、更
に
　前記本体部の少なくとも一つの脚のベースに隣接していて前記ファースナの前記本体部
の前記少なくとも一つの脚の外側部の部分として形成される、干渉制御機構であって、前
記干渉制御機構は、前記少なくとも一つの脚の圧縮強さを制御するように作用して、前記
少なくとも一つの脚と前記基部を通り形成される前記孔の内面との間の圧縮的接触を制限
しており、それにより前記ファースナの前記ピン部に適用されて前記ファースナの前記本
体部内に前記ピン部を設置しなければならない必要な挿入力を制御する、干渉制御機構と
、
　を具備するファースナにおいて、
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　前記干渉制御機構は、前記ファースナの前記本体部が収容される、前記基部を通り形成
される前記孔の内面に対して関係しており、
　前記干渉制御機構は、前記少なくとも一つの脚に接合されるエラストマ材料を具備して
おり、
　前記部材のエラストマ特性は、前記少なくとも一つの脚の有効圧縮強さを減少するので
、前記ファースナの前記ピン部に適用されて前記ピン部を前記ファースナの前記本体部内
へ設置させなければならない、必要な挿入力を低下させており、
　前記本体部の前記少なくとも一つの脚は、前記エラストマ材料を前記少なくとも一つの
脚に機械的に接合することを可能にする少なくとも一つのキー構造を更に具備する、ファ
ースナ。
【請求項２】
　前記干渉制御機構は、前記少なくとも一つの脚を横方向に通り形成される孔を具備して
おり、
　前記干渉制御機構の前記孔は、前記ピン部の前記柄を駆動して前記ファースナの前記本
体部を通り形成された前記孔内へ挿入するのに必要な圧縮力を減少するような状態で、前
記脚の圧縮強さを減少するように作用する、
　請求項１に記載のファースナ。
【請求項３】
　前記ファースナの前記ピン部に適用されて前記ファースナの前記本体部内に前記ピン部
を設置しなければならない、必要な挿入力は、４４．５Ｎ（１０ポンド）以下の力である
請求項１に記載のファースナ。
【請求項４】
　前記干渉制御機構は、前記少なくとも一つの脚の減少された断面積の部分を具備してお
り、
　前記減少された断面積の部分は、前記少なくとも一つの脚の圧縮強さを減少するので、
前記ファースナの前記ピン部に適用されて前記ピン部を前記ファースナの前記本体部内へ
設置しなければならない、必要な挿入力を減少する、
　請求項１に記載のファースナ。
【請求項５】
　パネルを基部に固定するためのファースナにおいて、このファースナが、
　そこから柄が伸張するヘッドを有するピン部と、
　本体部であって、そこでは前記本体部が一対の脚がそこから伸張するフランジを有して
おり、前記脚は前記基部に形成された孔に挿入されるために形成され且つ配置されており
、前記フランジ自体はそこを通り形成される溝路を有しており、前記溝路は前記一対の脚
の間を通過しており、前記溝路はまたそこに前記ピン部の前記柄を収容するように配置さ
れており、前記柄が前記溝路内に強制的に押されるので、前記一対の脚はお互いから離れ
るように強制的に押されて、前記基部を通り形成される前記孔の内面に圧縮的に接触して
、前記ファースナを固定し、更にその後前記パネルを前記基部に固定する、本体部と、更
に
　前記本体部の少なくとも一つの脚のベースに隣接していて前記ファースナの前記本体部
の前記少なくとも一つの脚の外側部の部分として形成される、干渉制御機構であって、前
記干渉制御機構は、前記少なくとも一つの脚の圧縮強さを制御するように作用して、前記
少なくとも一つの脚と前記基部を通り形成される前記孔の内面との間の圧縮的接触を制限
しており、それにより前記ファースナの前記ピン部に適用されて前記ファースナの前記本
体部内に前記ピン部を設置しなければならない必要な挿入力を制御する、干渉制御機構と
、
　を具備するファースナにおいて、
　前記干渉制御機構は、前記ファースナの前記本体部が収容される、前記基部を通り形成
される前記孔の内面に対して関係しており、
　前記干渉制御機構は、前記少なくとも一つの脚に接合されるエラストマ材料を具備して
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おり、
　前記部材のエラストマ特性は、前記少なくとも一つの脚の有効圧縮強さを減少するので
、前記ファースナの前記ピン部に適用されて前記ピン部を前記ファースナの前記本体部内
へ設置させなければならない、必要な挿入力を低下させており、
　前記エラストマ材料は前記少なくとも一つの脚に接着される、ファースナ。
【請求項６】
　前記ファースナの前記ピン部の前記柄は、前記ピン部の前記柄の遠位端部から伸張する
少なくとも一つの弾力性のタブを更に具備しており、
　前記少なくとも一つの弾力性のタブは、そこから横方向に伸張するフック部材を有して
おり、
　前記少なくとも一つの弾力性のタブの前記フック部材は、前記ファースナの前記本体部
に形成される補足的構造に係合するように形成され且つ配置される、
　請求項１に記載のファースナ。
【請求項７】
　前記ファースナの前記本体部の少なくとも一つの脚は、前記ファースナの前記ピン部の
前記柄の遠位端部から伸張する、前記少なくとも一つの弾力性のタブのフック部材に適合
していてそこに形成される、爪を有しており、
　前記ピン部の前記フック部材及び前記本体部の前記爪は、前記ピン部を前記ファースナ
の前記本体部に事前組み立て可能にする構想で作用する、
　請求項６に記載のファースナ。
【請求項８】
　前記ピン部の前記柄は、前記本体部の前記フランジを通り形成される前記孔の形状と協
働して、前記ファースナの前記ピン部と前記本体部との間の相対的な回転を防止するよう
な形状を有する、請求項１に記載のファースナ。
【請求項９】
　前記本体部の前記脚は、それの外側部に保持部材を具備しており、それ（前記保持部材
）は、前記干渉制御機構に対して遠位に設置されており、
　前記保持部材は、前記基部を通り形成される前記孔から前記ファースナの前記本体部の
引き抜きを防止するように作用する、
　請求項１に記載のファースナ。
【請求項１０】
　前記脚の遠位端部はお互いに接続される請求項１に記載のファースナ。
【請求項１１】
　前記本体部の前記脚の間に形成された前記溝路は、前記フランジから前記脚の遠位端部
に向かって傾斜されており、
　前記ピン部の前記柄は、前記傾斜された溝路に係合して、前記柄が前記脚間に挿入され
た時に、前記脚を外側に強制的に押すように形成され且つ配置される、
　請求項１に記載のファースナ。
【請求項１２】
　前記ピン部の前記柄は、前記ピン部の前記ヘッドからそれの遠位端部に向かって傾斜さ
れており、
　前記本体部の前記脚の間に形成された前記溝路は、前記ピン部の前記傾斜された柄が前
記溝路に係合して、前記柄が前記脚間に挿入された時に、前記脚を外側に強制的に押すよ
うに形成され且つ配置される、
　請求項１に記載のファースナ。
【請求項１３】
　前記ファースナが、
　少なくとも一つの脚のベースを通り形成される孔と、前記少なくとも一つの脚の前記ベ
ースに一体で形成されるエラストマ部材と、及び前記少なくとも一つの脚の前記ベースに
形成される減少された断面積と、の内の少なくとも２つの干渉制御機構の組み合わせを更
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に具備する、
　請求項１に記載のファースナ。
【請求項１４】
　パネルを基部に固定するためのファースナにおいて、このファースナが、
　そこから柄が伸張するヘッドを有するピン部と、
　本体部であって、そこでは前記本体部が一対の脚がそこから伸張するフランジを有して
おり、前記脚は前記基部に形成された孔に挿入されるために形成され且つ配置されており
、前記フランジ自体はそこを通り形成される溝路を有しており、前記溝路は前記一対の脚
の間を通過しており、前記溝路はまたそこに前記ピン部の前記柄を収容するように配置さ
れており、前記柄が前記溝路内に強制的に押されるので、前記一対の脚はお互いから離れ
るように強制的に押されて、前記基部を通り形成される前記孔の内面に圧縮的に接触して
、前記ファースナを固定し、更にその後前記パネルを前記基部に固定する、本体部と、更
に
　前記本体部の少なくとも一つの脚のベースに隣接していて前記ファースナの前記本体部
の前記少なくとも一つの脚の外側部の部分として形成される、干渉制御機構であって、前
記干渉制御機構は、前記少なくとも一つの脚の圧縮強さを制御するように作用して、前記
少なくとも一つの脚と前記基部を通り形成される前記孔の内面との間の圧縮的接触を制限
しており、それにより前記ファースナの前記ピン部に適用されて前記ファースナの前記本
体部内に前記ピン部を設置しなければならない必要な挿入力を制御する、干渉制御機構と
、
　を具備するファースナにおいて、
　前記干渉制御機構は、前記ファースナの前記本体部が収容される、前記基部を通り形成
される前記孔の内面に対して関係しており、
　前記干渉制御機構は、前記少なくとも一つの脚を横方向に通り形成される孔を具備して
おり、
　前記干渉制御機構の前記孔は、前記ピン部の前記柄を駆動して前記ファースナの前記本
体部を通り形成された前記孔内へ挿入するのに必要な圧縮力を減少するような状態で、前
記脚の圧縮強さを減少するように作用しており、
　前記少なくとも一つの脚の前記ベースを通り形成された前記孔は、前記孔の外側と前記
孔の内側との相対的な動きを防止する、相互に噛み合う歯をそこに形成している、ファー
スナ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、その搭載を容易にするために、開口寸法又はパネル厚みにおける変化に適応す
るように形成された、リベットタイプのファースナ（固定具）に関する。
【０００２】
【従来の技術】
リベットタイプのプラスティック製ファースナは、せん断及び引っ張り荷重の下で搭載す
るのに容易で、良好に作動するので、広範に使用されており、有用であり、更にある範囲
のパネルの厚みを通して使用可能である。このタイプのファースナは一般的に、本体部に
挿入されるピン部により構成されており、前記本体部は基部を通り形成される開口内に収
容される。ピン部を本体部内に挿入する場合に、ピン部は、それのヘッド（頭部）とファ
ースナの本体部との間にパネル又は別の対象物を捕獲する。一般的に２つのパネルは本体
ヘッドの下に保持される。
【０００３】
リベットタイプのファースナの１つの欠点は、ピン部を本体部内に挿入する（ｄｒｉｖｅ
）ために必要な作業の手間が、本体部が収容されるパネルの厚み及び／又は本体部が収納
される開口の寸法に非常に依存することである。開口寸法又はパネル厚みの少しの変化が
、前記部分を搭載するのに必要な作業の手間に対して過度に大きな影響を有し得る。この
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関係は特に、挿入の安全性における人間工学的要求に関して顕著であり、この人間工学的
要求は、このタイプのファースナに関して小さな搭載力が必要であり、それは４４．５Ｎ
（１０ポンド）程の力であり得る。人間工学的要求は用途によって変化可能であることを
認識する必要がある。従って、該ファースナが搭載される開口の寸法及びパネル厚みにお
ける変化に適応可能なリベットタイプのファースナを提供する必要性が認識される。安全
性及び人間工学的要求に加えて、本発明のファースナは、非常に多数の本質的に異なる設
置において使用されても良く、それにより、与えられたアセンブリにおいて異なる寸法又
は形状のより少数のファースナが必要である。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、本体部内に収容されるように製作され配置された、ピン部を具備するリ
ベットタイプのファースナにおいて実現される。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
前記本体部はフランジを具備しており、それらの遠位端部において接続されても接続され
なくても良い一対の脚は前記フランジに依存する。溝路が前記本体部の前記フランジを通
り形成されており、それの脚間を通過する。前記ファースナのピン部は、ヘッド（頭部）
を有しており、そのヘッドから柄（シャンク）が伸張する。前記柄は、前記本体部に形成
された前記溝路内に収容されるように形成され且つ配置されて、前記柄が前記本体部の前
記溝路内に挿入されるので、前記本体部の脚は外側に強制的に押される。
【０００６】
前記本体部が、自動車のフレーム等の基部を通り形成される開口又は孔内に収容される場
合に、前記本体部を通り形成された孔内に前記ピン部の柄を挿入することは、前記脚を外
側に駆動して、基部を通り形成される前記開口の内部及び角部に圧縮的に接触して、前記
ファースナをそこに固定する。前記柄及び前記本体部内に形成された協働する孔は、前記
柄により前記本体部の脚を外側に強制的に押してそれが収容される前記孔に接触する状態
にする、任意の形状を有しても良いことが理解されるべきである。
【０００７】
前記本体部の１つの実施の形態は、前記脚の間に形成された孔を具備しており、前記脚は
、前記本体部のヘッド（頭部）から前記脚の遠位端部に向かって内側に傾斜して形成され
て、前記柄は前記脚を外側に必ず強制的に押して、前記本体部が収容される孔に接触する
。前記本体部のこれとは別の実施の形態は、それの前記脚を具備することを含むので、前
記脚がパネルの孔に挿入される際に、前記脚はお互いに向かって内側に付勢される。前記
柄の前記脚間の前記孔内へのそれに続く挿入は、前記脚を外側に駆動して、前記本体部を
収容する前記開口に接触させる。干渉制御機構は、前記ファースナの前記本体部の少なく
とも一つの脚に組み込まれるので、前記ファースナの前記ピン部を前記ファースナの前記
本体部内へ挿入するために必要な力を制御する。
【０００８】
干渉制御機構は、前記脚又は前記ファースナの前記本体部の脚の圧縮強さを減少すること
が好ましく、そこではそれら（脚）は、前記本体部が収容されている前記開口の内面に関
係する。前記ファースナの前記本体部が収容される前記開口の内部に関係する、前記脚の
圧縮強さを低下させることにより、前記ファースナの前記ピン部は、前記本体部内により
容易に挿入可能である。１つの好適な実施の形態において、前記ファースナの前記ピン部
をそれの前記本体部内に挿入するのに必要な力は４４．５Ｎ（１０ポンド）以下である。
【０００９】
前記干渉制御機構は、単一の形態又は多数の形態の組み合わせを具備しても良い。１つの
形態において前記干渉制御機構は、前記ファースナの前記本体部の脚において横方向に形
成された芯又は孔を具備しており、そこでは前記脚は、前記本体部が収容されている前記
開口の内部に関係する。この横方向の孔は、この位置において脚から材料を取り除くので
、従って前記脚のその部分を前記基部を通り形成された前記開口の内部に対してより容易
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に圧縮させる。このことは、前記ファースナの前記ピン部をそれの前記本体部内に駆動す
るのに必要な力の量を低下する効果を有する。好適な実施の形態において、前記脚を通り
形成された前記横方向の孔又は芯は滑らかな内面を有する。しかし、前記脚における所望
されない変形を防止するために、前記脚を通り形成された前記横方向の孔のそれぞれの内
面間の相対的な動きを抑制する、相互固定（インターロック）式歯を有する横方向の孔の
内面を形成することが、所望されても良い。
【００１０】
前記干渉制御機構のこれとは別の実施の形態は、前記ファースナの前記本体部が収容され
る前記開口の内面に関係する、前記脚の断面積の減少を具備する。この点における前記脚
の断面積の減少は、この点における前記脚の圧縮強さを減少するので、それにより前記フ
ァースナの前記ピン部をそれの前記本体部内へ挿入するのに必要な力の量を低下させる。
前記脚の断面積の減少に対する追加形態又は代替形態として、前記干渉制御機構は、単純
な中実の断面形状に比べてより低い圧縮強さを有する、複雑な断面形状を具備しても良い
ことが認識される。従って、前記脚の前記干渉制御機構部分の実際の断面積が、前記脚の
残りの部分（残部）の断面積とは異なるかどうかに係わらず、前記干渉制御機構は、多く
の異なる形状を具備しても良く、それは、それ自体によるか又は前記脚の断面積における
減少との組み合わせのいずれかにおいて、前記脚の圧縮強さを減少するように作用する。
【００１１】
前記干渉制御機構の更に別の実施の形態は、エラストマ（高分子弾性体）部材を具備して
おり、そのエラストマ部材は、前記ファースナの前記本体部が収容される前記基部を通る
前記開口の角部及び内面にそれが係合する、位置において前記脚において形成される。前
記エラストマ材料は一般的に、前記ファースナの前記本体部の残部が形成される材料に比
べてより低い圧縮強さを有するので、それにより前記ファースナの前記ピン部をそれの前
記本体部内に設置するのに必要な力を低下させる。前記エラストマ部材は、ツーショット
（ｔｗｏ－ｓｈｏｔ）モールディング（成形）法又はオーバーモールディング（ｏｖｅｒ
－ｍｏｌｄｉｎｇ）法により形成されても良い。前記脚は、数種類の機械的なキー構造に
より形成されて、前記エラストマ部材が前記脚自体に機械的に固定されることが好ましい
。
【００１２】
前記干渉制御機構の好適な実施の形態が前記脚の圧縮強さを減少させて、前記ファースナ
の前記ピン部をそれの前記本体部内に挿入するのに必要な力を減少させる一方で、前記干
渉制御機構は前記脚の圧縮強さを実際に増大するように適応されても良く、それにより前
記ファースナの前記ピン部をそれの前記本体部内に挿入するのに必要な力を増大すること
が理解されるべきである。直ちに理解可能であるように、この実施の形態の前記干渉制御
機構は、前記脚の断面積における増大、脚の圧縮強さを増大させる脚の形状の修正、又は
前記脚の残部の材料に比べてより高い圧縮強さを有する非エラストマ部材の具備を具備し
ても良い。
【００１３】
本発明のこれら及び他の目的、形態、特徴及び利点は、本発明の以下の詳細な説明及び添
付図面を注意深く検討することによりより十分に明確になるであろう。図面においては、
理解を容易にするために実際のバランスと表示が異なる場合があり、同様な構造及び手順
は一般的に対応する番号及び符号により説明される。
【００１４】
【発明の実施の形態】
本明細書の開示は、詳細であり、当業者が本発明を実施を可能にするのに正確であるが、
本明細書に開示されるの物理的な実施の形態は、本発明を単に解説するだけであり、別の
特定の構造により具体化されても良い。好適な実施の形態が説明されている一方で、詳細
は、請求項により規定される本発明から逸脱しないで変更されても良い。
【００１５】
図１はパネル１２に関連する本発明のファースナ（固定具）１０を図解しており、それ（
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パネル１２）は基部１４に固定されており、基部１４は一般的に自動車の板状金属製構造
である。ファースナ１０は、パネル１２を基部１４に固定するために本体１８に挿入され
ても良い、ピン１６を具備する。
【００１６】
ファースナ１０のピン１６は、ヘッド（頭部）１９を具備しており、ヘッド１９からシャ
フト２０が伸張する。一般的に前記シャフトは、ピン１６のヘッド１９から垂直に伸張す
るが、しかしピン１６のシャフト２０が任意の有用な角度でそれのヘッド１９から伸張し
ても良いことが理解されるべきである。シャフト２０の遠位端部２６は、そこから伸張す
る一以上のフレキシブルなタブ２８を有することが好ましいが、しかしフレキシブルなタ
ブ２８自体は選択可能であることが理解されるべきである。これらのタブ２８は一般的に
シャフト２０に整列する。各フレキシブルなタブ２８はそこから横に伸張するフック部材
３０を有する。これらのフック部材３０は、ファースナ１０の本体１８を通り形成された
、孔２４内にシャフト２０を保持するように作用する。
【００１７】
本体１８は一般的に、一対の脚３４が伸張するヘッド３２を具備する。図１に示す好適な
実施の形態において、脚の遠位端部３６はお互いに接続される一方で、これらの脚３４は
ファースナ１０の機能に影響することなしに、分離したままであっても良い。ベース１８
の脚３４は、基部１４を通り形成される開口又は孔３８内に収容されるように適応される
。開口（孔）３８は内面４０と下部角部４２とを有する。パネル１２はピン１６のヘッド
１９と本体１８のヘッド３２との間に図示されるが、しかしパネル１２は、本発明の原理
に従い、基部１４に隣接して更に本体１８のヘッド３２の下に配置されても良いことが理
解されるべきである。図６では、パネル１２が基部１４に対面して配置された状態で、図
１のファースナ１０が示される。
【００１８】
図２では、本体１８が基部１４を通り形成された開口３８内に収容された状態が示される
。本体１８を開口３８に挿入するために、脚３４はお互いに向かって内側に曲がらなけれ
ばならない。図面に示されるように、脚３４は保持機構４４を具備することが好ましく、
保持機構４４は、ファースナ１０の本体１８がそれ（本体１８）が収容される開口３８か
ら外れることを防止するように作用する。本体１８の脚３４は、保持機構４４が開口３８
を通り移動可能にするために、内側に曲がらなければならない。脚３４の弾力のある性質
は、一旦脚３４が開口３８を通り収容されてしまうと、図２に示すように保持機構４４を
、それらの保持位置まで移動する。本発明の保持機構４４は脚３４の単純な突起を具備す
る。しかし、フレキシブルな指（フィンガ）、切頭円錐形翼（ベーン）、又は単純な爪（
ディテント）等を含む、種々の別なタイプの保持機構が、図１と２に示される突起の場所
に使用可能であることが理解される。因みに、保持機構４４は本体１８と基部１４を組み
立てることにおいて有用である一方で、保持機構４４は以下により詳細に説明されるよう
に必ずしも必要ではない。
【００１９】
図２では、ピン１６がパネル１２の孔２２を通り通過して、本体１８を通り形成された孔
２４内に部分的に入るように示される。孔２４は本体１８のヘッド３２を通り更に脚３４
の間を通過するので、ピン１６のヘッドのシャフト２０がそれ（孔２４）に挿入される場
合に、シャフト２０が脚３４の間に配置されて、脚３４に実質的に整列する。図２で最も
良く分かるように、フレキシブルなタブ２８のフック部材３０は、脚３４の内面に形成さ
れた窪み３１に係合するように適応される。ピン１６のフック部材３０を本体１８の脚３
４に形成される窪み３１に係合することにより、ファースナ１０は、船積みのために事前
組み立て可能であるか、又はパネル１２と事前組み立てされても良いので、基部１４に固
定するために必要である、ファースナ１０と共に完成されたパネル１２は、組み立てられ
て、遠隔の組み立て地区まで一括で船で輸送されても良い。
【００２０】
ピン１６は、本体１８のフランジ３２を通り形成される開口２４内に十分に挿入されるの
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で、シャフト２０は脚を外側に強制的に押して、基部１４を通り形成された開口３８の下
部角部４２及び内面４０に接触する。そうすることにおいて、ピン１６のシャフト２０は
基部１４を通る開口３８内に本体１８を安全に固定する。脚３４間の空間は溝路（チャン
ネル）２５を形成しており、その溝路２５内にピン１６のシャフト２０が収容されること
が理解される。シャフト２０が本体１８の脚３４を必ず外側に強制的に押すように、脚３
４は形成される。好適な実施の形態において溝路２５は、本体１８のヘッドから脚３４の
遠位端部に向かって傾斜する。この構成により、ピン１６が本体１８内に挿入されると、
脚３５は外側に強制的に押される。これとは別の実施の形態において脚３４は、開口３８
に対して幾分大き過ぎる寸法で形成されるので、本体１８の脚３４が開口３８に挿入され
る場合に、脚３４は共に強制的に押されるので、それによりその間に形成された溝路２５
をおおい隠す。ピン１６の溝路２５内へのその後の挿入は、脚３４を外側に駆動する。
【００２１】
シャフト２０を溝路２５内へ強制的に挿入することにおいて、脚３４を形成する材料は、
シャフト２０と脚３４との相互作用により形成される外側への圧力により圧縮され及び／
又は変形されて、更に基部１４を通り形成された開口３８の下部角部４２と内面４０に安
全に係合する。ファースナ１０の保持力のために第１に重要な役割を果たすものは、この
圧縮力であり、それは、上記のように選択可能に、保持機構４４を形成する。脚３４の材
料の圧縮強さは、シャフト２０を溝路２５内に設置するためにピン１６に適用されなけれ
ばならない、力の量に直接的に関係するので、ファースナ１０の脚３４は干渉（ｉｎｔｅ
ｒｆｅｒｅｎｃｅ）制御機構５０を具備する。干渉制御機構５０の目的は、脚３４の材料
の圧縮強さを修正することであり、更にそれによりピン１６を図３に示すように、本体１
８内へ十分に設置するのに必要な力の量を制御することである。
【００２２】
ファースナ１０の干渉制御機構５０は一般的に、脚３４の材料の圧縮強さを、脚３４が基
部１４を通り形成された開口３８に係合するその位置において低下するように作用する。
しかし、ある条件において、干渉制御機構は、ピン１６を本体１８内に設置するのに必要
な力を増大するために、脚３４の材料の圧縮強さを増大するように適応されても良いこと
が理解されるべきである。干渉制御機構５０において脚３４の圧縮強さを増大するための
手段は、脚の断面積を増大すること、又は脚の断面の形状を変化させること、又は脚の一
部を脚３４の残部の材料に比べてより圧縮耐性の高い材料に置換することを具備しても良
い。
【００２３】
図１では、干渉制御機構５０の２つの異なるの実施の形態を組み込む、ファースナ１０を
示す。干渉制御機構５０の第１の実施の形態は、芯除去された部分又は孔５２を具備して
おり、その孔５２は、脚３４が基部１４を通り形成された開口３８に係合する、脚におけ
る場所において横方向において脚３４の圧縮強さを減少する。脚３４から材料を除去する
ことにより、孔５２は、脚３４を圧縮又は変形して、ピン１６を本体１８内に挿入するた
めに必要な所望の挿入力を実現するのに必要な力の量を減少する。
【００２４】
本体１８の保持力及び形状を維持するために、孔５２は、図１に示されるように、孔５２
の対向する内面に歯５３を具備しても良い。歯５３は、孔５２のいずれかの側に対する脚
３４の部分の間における相対的な運動を防止しており、それにより本体１８の構造的一体
性（ｉｎｔｅｇｒｉｔｙ）を維持する。
【００２５】
同様に、干渉制御機構５０の別の実施の形態は、図４の５４で最も良く分かるように、脚
の断面積を減少することにより、脚３４に存在する材料の量を減少する。干渉制御機構５
０における脚３４の断面積は、干渉制御機構５０の圧縮強さがピン１６のための所望の挿
入力を形成する限り、任意の有用な形状を具備しても良い。峰（リッジ）４５が、保持機
構４４の一部分として、脚３４内に形成されても良いことが理解される。
【００２６】
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干渉制御機構５０の更に別の実施の形態は図５に示される。この実施の形態において、エ
ラストマ部材５６は一般的に、ファースナ１０の残部が形成される材料に比べてより弾性
が高く、エラストマ部材５６は基部１４を通り形成される開口３８に係合するように脚３
４に取り付けられる。エラストマ部材５６は、ツーショットモールディング法で脚に形成
されても良く、そこ（２つのショットモールディング法）ではエラストマ部材５６は、既
に成形されたファースナ１０が前記事項の後で添加されるエラストマ部材５６を有する、
オーバーモールディング法によるか、又は適切な既存のエラストマ部材５６を脚３４に単
純に取り付けることにより、ファースナ１０自体が成形された後で直ぐにファースナ１０
に成形される。脚３４は、それ（脚３４）から伸張するキー構造５７を具備することが好
ましく、それ（キー構造５７）はエラストマ部材５６が脚に機械的に接合されることを可
能にする。エラストマ部材５６は、もし脚３４が中実であった場合には、脚３４を外側に
動かしてより容易に開口３８に接触することを可能にしており、それによりピン１６を本
体１８内に挿入するのに必要な力を減少する。
【００２７】
図１から４において干渉制御機構５０は、孔５２と小さくなった断面５４とを共に囲むよ
うに図示される。本発明のファースナ１０は、孔５２と、減少された断面５４と、エラス
トマ部材５６との任意の組み合わせを組み込んでも良いことが理解されるべきである。言
い換えれば、孔５２と、減少された断面５４と、エラストマ部材５６とは、単体又はお互
いの組み合わせのいずれで使用されても良い。
【００２８】
図から理解可能なように、ファースナ１０の干渉制御機構５０の使用は、ピン１６のため
の非常に精密な挿入力を指定可能にすることが出来る。干渉制御機構の適切な仕様は、ピ
ン１６を本体１８内に設置するのに必要な挿入力を、４４．５Ｎ（１０ポンド）程度以下
の力まで減少することを可能である。
【００２９】
本発明の前述の説明は、当業者が現在それの最善な方法であると考えられるものを製造及
び使用可能にする一方で、当業者は本明細書の特定の例解の実施の形態の変形、組み合わ
せ及び同等品の存在を理解し認識するであろう。本発明は従って本明細書の例解の実施の
形態により限定されることが無く、記載する請求項の範囲及び精神の内の全ての実施の形
態により規定される。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は本発明のファースナの分解側面図である。
【図２】図２は本発明の側面図であり、前記ファースナの本体部がパネル内に収容されて
、前記ファースナのピン部が前記本体部に部分的に挿入される状態を示す。
【図３】図３は本発明のファースナが完全に装着された配置の側面図である。
【図４】図４は本発明の部分的に組み立てられたファースナの平面図である。
【図５】図５は、その本体部にエラストマ部分を有する、本発明のファースナの垂直断面
図である。
【図６】図６は図１のファースナの分解側面図であり、前記パネルが別の位置にある状態
を示す。
【符号の説明】
１０…ファースナ
１２…パネル
１４…基部
１６…ピン
１８…本体
１９…ヘッド
２０…シャフト
２４…孔
２５…溝路
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２８…フレキシブルなタブ
３０…フック部材
３１…窪み
３２…ヘッド
３４…脚
３８…開口（又は孔）
４０…内面
４４…保持機構
５０…干渉制御機構

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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